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16.  Abstract 

	
 過去の研究において、アメリカ合衆国における一人当りの移動距離は 2004 年にピークに
達し、そして、2013年までにおよそ 9%減少したことを示した。 
この研究では、2004年から 2014年までの移動時間の変化を調査した。 
アメリカ人が費やす時間の代表的な全国的な調査 the American Time Use Survey (ATUS)のデ
ータを用いる。（どのように、何処で、そして誰と） 
ATUSデータの意味のある部分は、移動と関連した異なる活動の種類の項目であった。 
ATUSの移動データには、運転だけではなくすべての移動手段が含まれている。 
主要な発見は以下である。： 
・全ての活動における、平均移動時間の合計は、2004年から 2014年で約 10% 
減少した。 

	
 ・いろいろな活動に関連した人々の移動は減少傾向にある。 
	
 ・しかしながら、活動に関連して移動した人にとって、いろいろな活動をするのに 

要する平均移動時間の合計は変わらなかった。 
	
 これらの結果は主に、2004年から 2014年で一人あたりの総移動時間が実質的に減少して
いることを意味している。この減少は、移動時間の全体的な減少ではなく、移動に関係し

ている人の割合の減少に起因している。 
17.  Key Words 
移動、移動時間、車社会、モータリゼーション、傾向 

18.  Distribution Statement 
Unlimited 

19.  Security Classification (of this report) 
None 

20.  Security Classification (of this page) 
None 

21.  No. of Pages 
9 

22.  Price 
 

 


